
雷電山古墳（三千塚古墳群）（東松山市） 5世紀前半、比企地方の雄

　　なんとゴルフ場に来てしまった



　　　　　市指定史跡三千塚古墳群　雷電山古墳とある



　　　川越カントリークラブに向かう



クラブハウスの少し手前に標柱があった/左手は調査隊の車



大雷神社とある



右手に進むと雷電山古墳があるという





　　　　この辺り一帯に三千塚古墳群が広がり、雷電山古墳はその中の中心的な古墳だという



　　　前方に雷電神社が見えてくる



　雷電山古墳の左裾、右裾が見える





　古墳の右裾



　古墳の左裾



　　　　雷電神社の社殿が見える



　　右手斜面



　　　拝殿

　　　　　　雷電山古墳（帆立貝式古墳）の墳頂に建つ





　龍をかたどった珍しい扁額







　　　本殿

　　左手の石碑は「明治百年記念之碑」



　奥右手斜面



　奥後方斜面



　墳頂を下りる



　　クラブハウスのすぐ近くにある説明板/右手は調査隊の車





　　　　この辺りの谷底の平地で江戸時代中期から草相撲が行われていたという



　　　　近辺にある水穴配水場にも三千塚古墳群（第Ⅰ支群）の説明板があった





参考ホームページ

http://www.musashigaku.jp/framepage13.htm

http://www.musashigaku.jp/framepage13.htm

